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ハイブリッドシステムの
存続は、5年か10年か？

5年前にアナログデバイスは姿を消すであろうと語ら

れたことがある」とドイツDallmeier Electronics社、

インターナショナル・セールスマネージャー、イ

ンターナショナル・ホンコンのディレクターであるErwin 

Ullmann氏が教えてくれた、そして「それは起こらなかっ

た」。

Dallmeier社のほとんどのプランは、ユーザーの既存イン

フラをベースに立てられている。「ユーザーは既存のケー

ブル配線を変更したくない、ほとんどのユーザーはゼロか

らスタートすることを嫌がるものだ。今のところ、10台の

アナログカメラが売れたとしてもIPカメラは１台というとこ

ろだ」とUllmann氏は明かしてくれた。

多くのソリューションはカメラがアナログ

で、記録、映像の閲覧にはデジタルという

ハイブリッドシステムが利用されている。

「ハイブリッドコネクションはアナログカ

メラとIPカメラを同じシステムで採用してい

る。したがって異なったピクチャーソース

がミックスされている」とGeutebrueck社長

のKatharina Geutebrueck氏は語った。

Geutebrueck氏は、アナログカメラから完

全にIPカメラに取って代わるフルデジタル

システムへの移行期と捉えている。また彼

女はUllmann氏の見解をサポートするように

「業界では過去5～10年、少なくとも1997年

に私が父の会社に勤め始めた時から話されていたように思

う。今でも専門家たちは、完全な移行にはさらに5～10年必

要だと述べている」と話した。そして「新たな設置でもそ

の90%がアナログカメラであるという現実結果から、われ

われはデジタルとアナログの両方の技術をコアとしている

のだ」と結んだ。

PelcoプロダクトマネージャーのRobert Morello氏の意見も

同様であった。「私もアナログカメラが5～10年続くと思

う。IPカメラはリーディングインダストリーではない」。

Tony Drummond社、オーストラリアVision Fire and Security 

部APACセールスディレクターのDitto氏は「ハイブリッドコ

ネクションは過渡期のものであり、多くのア

ナログカメラのベースがインストールされ、

ネットワークカメラの大きなバンドワイズの

使用、距離制限や低品質が混在しているのが

現状だ。あと5～10年はこの方法が用いられ

るだろう」と語っている。

ユーザーが徐々にシフトしていく
アナログからデジタルへのシフトが、保守

的なユーザーによって徐々に進みつつある。

「政府、空港および各交通機関は製品の標

準化を進めているが、一旦、標準化された

らそれに抵抗することは難しくなる」とFred 

Zagurski Consultants社長のFred Zagurski氏は指

摘している。「すべては官僚的な惰性が原因だ。もし彼ら

がアナログシステムに慣れているのであれば、デジタルに

移行するのは難しくなるだろう」とも語っている。Zagurski

氏によると、「政府は数年以内にアナログからデジタルへ

の移行を開始するので、すぐにその有効性を理解するだろ

う。しかしそのためには彼らを教育する必要がある」と話

した。

またZagurski氏は、「特に民間セクターにおいて、業界を

リードしている賢明なユーザーがアナログからデジタルへ

の移行を促している。彼らは高解像度で扱いやすいデジタ

ルシステムのいいところを良く理解している。大規模な設

置をする場合、新たにすべてのネットワークをインストー

ルしたほうが、アナログに必要なケーブルをそこらじゅう

に配線するよりも安くて済むということを理解している」

と語っている。Zagurski氏は、将来的には限られたアナログ

のアプリケーションのみが残るだろうと見ている。「おそ

らく、小さな商店やガソリンスタンドなど限られたところ

だけだろう。アナログシステムはそのようなところにおい

ては、まさに有効的だ」と話している。

また、既にある程度の大規模投資が行われているような

ところでは、新たに変更を加えるには相当の抵抗が予想さ

れるだろう。Morello氏は「ユーザーは既存のシステムを利

用しながら、アナログからデジタルへのシステム統合、ア

ップグレードを行いたいのである。彼らは急激な変化を望

んでいない。多くのユーザーはすべてのアナログシステム

を変更するのには抵抗的で、シフトにはおそらく3～5年の

期間が必要だろう」と見ている。

さらにカメラ市場においてはアップグレードが最も大き

なビジネスになりうる、とUllmann氏は考えている。「ユー

ザーはケーブルを用いたインフラを変更したくない、IPカメ

ラに必要なストリーミングデバイスの設置も要求していな

い」と語っている。

IPのケース
Zagurski氏 は、「アナログシステムではカメラはビデオ

映像のみを配信するだけで、デジタルのようなホワイトバ

ランス、コントラスト、オートゲインなど多くの機能のコ

ントロールが可能な双方向のコミュニケーションが取れな

い。小規模なユーザーは費用がかかる既存のネットワーク

も持っておらず、デジタルのいいところはアナログに必要

なケーブルネットワーク配線にかかる費用を削減できるこ

とだ」と語っている。

彼は、アナログシステムはすぐに消えてなくなり、世界

中でデジタルが利用されるようになると考えている。その

傾向の一端としてDVRとNVRをあげている。彼によるとDVR

はVCRにかわるものとしてデザインされたのであまり大きな

変化はないが、NVRでは配線が少なくて済み、レコーダーに

線を引く必要もないし移動も容易だ。ユーザーは、ネット

ワークから線を抜き、カメラを移動しケーブルを再度差し

込むだけである。アナログシステムが、すべてのケーブル

を変更しなければならないのとは対照的である。

Axisのニューソリューション部プロダクトマネージャー

5年～10年ほど前に、デジタル革命について語られたことがあったが、フルデジタルシステムについては
多くの理由から動きが止まってしまっているようだ。これはハイブリッドソリューションが、少なくとも
あと5年は残るであろうということを意味している。

BRIAN ASMUS
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のKent Fransson氏は「多くの人々がまだア

ナログカメラを利用している中、デジタル

化は相当進んでいる。アナログではNTSCや

PALのようなスタンダードがあるので限界は

ある。デジタルカメラではエンドユーザー

はメガピクセルカメラでもどのようなフレ

ームレートでも利用することができる。最

も大切なのは解像度を調節できることであ

る。アナログもそうなる、いつになるかが

問題なだけだ」と述べている。

Fransson氏によると、「現在デジタル市場

で活躍しているのはAxisとSony、Panasonic

だ。後者2社はデジタルカメラマーケット市

場に参入したばかりだが、市場の様相は急速に変化してい

くだろう」と述べている。

アナログにおけるケース 
カメラにかかるコストが大きな問題となっており、アナロ

グコンポーネントとネットワークコンポーネントを組み合

わせたハイブリッドサーベランスシステム（特にハイブリ

ッドDVR）はビデオをnetwork-fed streamと同じように従来

の同軸ケーブルからストリームを引き出している。

オーストラリアのDVRにおけるリーディングカンパニ

ーVision Fire & Security社、プロダクトマネージャーのTim 

Farrow氏によると、「ハイブリッドの機能には特徴的なも

のが必要だ。すでに数多く設置されているアナログビデオ

に対して、アナログカメラへのサポート、要求はあと数年

続くであろう。ネットワークのバンドワイズは、多くのネ

ットワークが大きなIPソリューションに対応できていないの

で、今後も問題となり続けるであろう」と述べている。

Orad社グループ、技術部マネージャーのRami Zarchi氏

も、「刑務所、空港などの多くのエンドユーザーは、今で

もアナログシステムを好んでいる、彼らはアナログがデジ

タルシステムよりも、もっと良い画質を提供してくれてい

ると言っている。　刑務所では多くの犯罪が起こってお

り、誰が誰であるか、そして小さな物までもはっきりと見

えるぐらい明確にしなければならない。

アナログシステムのより良い画質で物事の詳細が確認でき

るのだ。　空港においてもその人が、探している人物であ

るかどうかを確認する必要がある。この

ような状況であるからこそ、Oradではい

まだにアナログカメラを販売している」

と述べている。

「アナログカメラは非常に多くの選択

肢を持っている、たとえばPelcoでは、エ

ンコーダーと合わせて3,000もの異なる種

類のカメラシステムがある」とMorello氏

は語る。

Oradも同じでZarichi氏は、「われわれ

は主にアナログカメラを販売している

が、IPカメラの販売量は少ない。アナロ

グカメラは種類も豊富での多くの選択肢

があるからだ」と述べている。

Zarichi氏によると、「カメラを設置する際、本当に適切な

カメラを選択するのは難しく、IPカメラの場合、それに合う

ハウジング、レンズの関係から非常に限られてしまう。し

たがってIPカメラは往々にしてシステムに組み込むのが難

しくなるのだ。多くのユーザーがアナログを好む理由もこ

こにある。多くの選択肢が登場し、IPカメラの価格が下が

らない限りアナログシステムはしばらく残り続けるであろ

う」と語ってくれた。また「程度の良い平均的なアナログ

カメラの価格は100ドル位（工事費を除く）で、８チャンネ

ルDVRが1,000ドル位である。これは１チャンネルあたりの

価格が200ドル程度ということである。IPカメラの価格は１

チャンネルごとには同じような価格かもしれないが、問題

はさらにレコーダーを購入しなければならないということ

だ。アナログシステムではDVRが既に含まれていることを

考えると、IPカメラにはこの先まだ長い道のりがある」とも

述べた。

チャレンジ 
Zagurski氏は語る、「デジタルカメラは多くのメリットを

もたらすものの、ユーザーの間では多少の問題も起こって

いる。ユーザーのバンドワイズが限られている場合、解像

度の問題が出てくる。デジタルカメラは確実に良い画質を

提供してくれるものの、伝送部分が問題だ。デジタルシス

テムは多くのバンドワイズを利用するため、圧縮技術に大

きく依存してくる。

もう一つの問題はデジタルカメラがまだ未成熟であり、

ほとんどのメーカーでは限られたモデルしか持っていない

ということである。これは感度、解像度、レンズそしてハ

ウジングを選択する際に、限られた選択肢しかないという

ことである。さらに、CanonやSonyのようにパッケージ化

された製品は、他の多くのアプリケーションで利用するの

に適していない。ウェザープルーフ機能も付いていないた

め他のハウジングと組み合わせて使用しなければならない

からだ」。

さらにZagurski氏は次のように続ける。「ほとんどのデジ

タルカメラはシステムの改良用に製造され、新たな構造を

必要とするエレクトリックバックボックスには接続するこ

とができない。FMシステム、DynaPelなどいくつかのアク

セサリー工場ではアナログカメラ向きの多くの製品を販売

している。FMシステムでは同軸ケーブルで2つのビデオス

トリームを配信する装置やビデオストリームにオーディオ

チャンネルを乗せる装置、ビデオシグナルテスト装置など

を製造している。さらに、DynaPelではビデオスタビライゼ

ーション、オブジェクトトラッキング、ビデオエンハンス

メントおよびビデオエディティングユニットなどすべてア

ナログのために製造しているのである。

もしあなたがアナログカメラによる既存のシステムを持

っており、もう少し改良を加えたいのであれば、デジタル

カメラを付け加えるよりもアナログカメラを付け加えたほ

うがいい。特にあなたのデジタルレコーダーがIPに対応して

いない場合などはなおさらだ」。

Ulmann氏はその意見を支持している。「アナログカメラ

の利点は多くの選択肢があることだ。またIPカメラの価格が

高すぎ、品質においても今のIPカメラではアナログカメラに

勝ることはない」。

Worldwide Digital Imaging Solutions and Services社シニア

アナリストのChris Chute氏は、「ネットワークカメラの用

途は既存のインフラ、新たな環境の両方において増加する

だろうが、ほとんどの場合は新しく設置する場合になるだ

ろう」と述べている。  

 �Kent Fransson氏, プロダクトマネージャー
　Axis Communications


